
　
共
同
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
　
・

昭
和
四
十
五
年
度
第
三
回
研
究
会
（
七
月
三
日
）

▼
テ
ー
マ
　
銀
行
資
本
に
お
げ
る
歴
史
と
論
理

　
報
告
者
　
小
牧
聖
徳
氏

昭
和
四
十
五
年
度
第
四
回
研
究
会
（
七
月
十
日
）

▼
テ
ー
マ
　
「
帝
国
主
義
論
」
の
方
法

　
報
告
者
　
島
津
秀
典
氏

　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
第
十
九
巻
・
第
二
号
論
説
の
、
羽
に
掲
載
）

昭
和
四
十
五
年
度
第
五
回
研
究
会
（
七
月
十
七
日
）

▼
テ
ー
マ
　
労
働
組
合
運
動
の
右
翼
的
「
統
一
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
報
告
者
　
戸
木
田
嘉
久
氏

昭
和
四
十
五
年
度
第
六
回
研
究
会
（
十
月
二
日
）

　
▼
テ
ー
マ
　
独
占
段
階
に
お
げ
る
独
自
的
・
資
本
制
的
生
産
様
式

　
報
告
者
　
坂
本
和
一
氏

　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
第
十
九
巻
・
第
一
号
論
説
の
項
に
掲
載
）

　
　
　
　
共
同
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

冊
和
四
十
五
年
度
策
七
回
研
究
会
（
十
月
二
十
三
日
）

▼
テ
ー
マ
　
ヘ
ー
ゲ
ル
・
コ
ン
グ
レ
ス
の
報
告

　
柵
仰
者
　
中
埜
肇
氏

　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
第
十
九
巻
・
笏
四
号
学
界
動
向
の
項
に
掲

　
　
　
　
　
載
）

胴
和
川
十
五
年
度
第
八
回
研
究
会
（
十
一
月
六
日
）

▼
テ
ー
マ
　
ロ
収
近
の
私
ヤ
吋
政
の
問
題
点

　
恨
缶
者
　
坂
野
光
俊
氏

胴
和
四
十
五
年
度
第
九
回
研
究
会
（
十
一
月
士
二
口
）

▼
テ
ー
マ
　
ド
イ
ツ
の
郁
巾
岨
政
の
現
状

　
椛
竹
汽
　
加
藤
畦
夫
氏

　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
木
号
論
説
の
項
に
掲
載
）

昭
和
岬
十
五
年
度
第
十
回
研
究
会
（
士
万
四
日
）

▼
テ
ー
マ
　
ベ
テ
ィ
維
済
理
論
の
構
造
と
そ
の
阯
格

　
恨
什
肯
　
稲
村
　
勲
氏

　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
木
号
研
究
の
一
唄
に
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
（
一
〇
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）

▼
本
年
度
（
昭
和
四
五
年
四
月
以
降
四
六
年
三
月
迄
）
会
員
が
本
誌
以

外
に
発
表
し
た
業
績
は
っ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

岡
崎
栄
松

　
〔
編
著
〕

　
越
村
信
三
郎
・
高
島
善
哉
監
修
、
杉
原
四
郎
・
古
沢
友
吉
・
岡
崎
栄

　
松
編

　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
体
系
辞
典

　
　
　
　
　
　
　
第
三
出
版
昭
和
四
五
年
九
月

小
野
一
郎

　
レ
ー
ニ
ン
は
マ
ル
ク
ス
の
杜
会
主
義
経
済
論
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ

　
せ
た
か

　
　
　
く
経
済
Ｖ
　
昭
和
四
五
年
四
月
号

、
書
評

　
「
長
砂
実
著
『
杜
会
主
義
経
済
法
則
』

　
　
　
〈
関
西
大
学
商
学
論
集
Ｖ
第
十
五
巻
・
第
三
・
四
合
併
号

加
藤
睦
夫

　
政
府
事
業
特
別
会
計
の
役
割
と
限
界

　
　
　
く
金
融
財
政
事
情
Ｖ
第
二
二
巻
・
第
二
号

川
本
和
良

二
一
四
（
一
〇
四
六
）

　
書
評

　
、
諾
旧
実
著
『
ク
ル
ッ
プ
』

　
　
　
〈
神
奈
川
大
学
商
経
論
叢
Ｖ
第
六
巻
・
第
三
号

坂
野
光
俊

　
新
全
国
総
合
開
発
計
画
と
地
方
財
政

　
　
　
く
法
と
民
主
主
義
Ｖ
　
昭
和
四
六
年
一
月
号

杉
野
聞
明

　
所
有
形
態
の
転
化
法
則
に
つ
い
て

　
　
　
く
九
州
大
学
経
済
学
研
究
Ｖ
第
三
五
巻
・
第
一
・
二
号

　
大
牟
旧
市
に
お
げ
る
公
害
の
現
状
と
問
題
点

　
　
　
く
大
牟
田
市
開
発
計
画
基
礎
調
査
Ｖ
　
開
和
四
五
年
六
月

戸
木
旧
嘉
久

　
杜
会
変
革
に
お
け
る
労
働
組
合
の
役
割

　
　
　
く
講
座
・
労
働
組
合
運
動
の
理
論
Ｖ
　
第
七
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
大
月
書
店
　
昭
和
四
五
年
五
月

　
労
働
組
合
の
右
翼
的
「
統
一
」
論
批
判

　
　
　
く
絡
済
Ｖ
昭
和
四
五
年
六
月
号
．
八
月
－
号

　
戦
後
栄
産
史
　
　
炭
労

　
　
　
く
目
本
の
産
業
別
組
合
ｖ



　
　
　
総
合
労
働
研
究
所
　
昭
和
四
六
年
二
月

戦
後
変
革
と
大
衆
闘
争

〈
企
業
法
研
究
Ｖ
　
昭
和
四
五
年
十
月
号

液
後
失
業
間
題
の
一
視
角

〈
講
座
・
日
本
史
Ｖ
　
第
八
巻

戦
後
労
働
力
政
策
と
杜
会
保
陣

東
大
出
版
会

昭
和
四
六
年
三
月

〈
鹿
県
短
大
商
経
論
叢
Ｖ

第
十
九
号
・

現
代
の
「
合
理
化
」

と
青
年
・
中
高
年
労
働
者
問
題

〈
労
働
と
経
済
Ｖ

昭
和
四
六
年
三
月

中
埜

肇

へー
ゲ

ル、
・
・
ネ
ル
ヴ
ァ
書
〃
昭
和
四
五
年
七
月

イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
と
自
由

へ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
根
本
に
あ
る
も
の

〈
思
恕
Ｖ
　
昭
和
四
五
年
九
月
号

細
見

英

翻
訳

Ｎ
・
Ｔ
■
　
　
●

ラ
ー

ピ

ン

「
マ
ル
ク
ス

『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
に
お
け

る
所
得
の
三
源
泉
の
対
比
的
分
析
」

〈
忠
恕
Ｖ
　
昭
和
四
六
年
三
月
号

三
好
正
巳

新
経
済
杜
会
発
展
計
画
と
労
働
力
誘
導
政
災

二
一
五
（
一
〇
四
七
）




